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41 新野現代アメリカ農業の資本主義的性格 H ・H ・-…・中


















































































1) 拙稿 資本と利益の区別の基準(1)-(1ωと〈に(1)ー〈時， r会計」昭和国年5)j， 6月， 7月， 10 
月， 11月。






























































業会計」昭和42年 7月J 参照). この点についてはz のちk必要な個所でふれることとし，いま
ここではし、ちいちたち入ってみなくてもよいと思われるのc，あえてたら入ら与し1ロ






























資本会計論のー 批判 (1) (163) 
ついてなお検討が加えられなければ， 上の損益取引・資本取引の意味づ吋のみでは，い
まだ形式的理解に止まるからである。したがって，われわれは， 株主持分がb、かなるも















































































































































































































































































































































資本会計論のー批判 (1) (175) 19 
てそれぞれ検討する必要があるとし，またこのことは現に教授自身によって行
なわれているので，このような教授によるこれらの項目についての検討・考察
についてさらにたち入ってみる必要がある。しかし私からいえば，このことに
よって明らかにされるのは，以上に述ベたごとき私見のより具体的な論証以外
のものではない。しかしいずれにしても問題はさらに上述のごとき限界項目に
ついての教授の見解にあるので，続稿においては，それがし、かとιるものを，そ
れにかかわる若干のおもな問題点壱とりあげながらみることにより，私見をさ
らにより具体的に明らかにしてみたu、と思う。
